












要約:本研究の目的は、乳児と母親がものを用いて遊ぶ場面を観察し、彼らの示した行動の

時系列分析によって、3 者関係がどのようなかかわりの中で成立しているか、また乳児の

対象認知や操作に及ぼす母親の行動の役割について検討することであった。その結果、乳

児の対象への注意、対象操作、母親への注意、母親の対象操作の 4つの行動カテゴリー相

互の時系列的パターンの特徴から、乳児の対象認知の発達は、単に「乳児対もの」という

2 項関係の中で進行するのでなく、母親を介した 3 甲関係の中で進行することが示唆され

た。 


